
 『ちいさなたねが とん』地面に一粒の小

さな種が落ちました。おひさまの光に照ら

されて、芽が出て、茎がどんどこどんどこ伸

びていきます。雨が降って地面が潤い、ます

ますどんどこどんどこ大きくなります。風

が吹いてもしっかり耐えて、どんどこ大き

くなったひまわりは、太陽のような、大きな

花が咲きました。 

 『どんどこどんどこ どん！』と描かれた

ひまわりの力強さにパワーをもらえます。 
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田村 ゆうこ 作 

福音館書店 

 『ぽーぽーぽぽー ぽーぽーぽぽー』 

 2 羽のはとが出会い、仲良くなって、一

緒に巣を作ります。卵が産まれると、晴れ

の日も雨の日も、交代で大切に温めます。 

 『ぴーぴーぴぴー』赤ちゃんが産まれま

した！2 羽のはとが 

寄り添いながら子育てを 

する姿に、心が和みます。 

 

 

 

 むかしむかし、ある村に、古いお寺があり

ました。ある日、旅の途中のお坊さんがその

お寺に泊まりたいと、村の人に言いました。 

 村の人は、そのお寺には化け物が出るから

やめた方がいいと止めましたが、お坊さんは

面白そうだと言って泊まることにしました。 

 その夜、お坊さんが寝ていると、暗闇から

歌声が。『ふるがさ がさがさ くるるん 

おどれ。かけかけ ちゃわわん わんわん 

おどれ。』本堂を覗いてみると、なんと化け

物たちが歌いながら踊っていました。 

 それを見たお坊さんは、こわがるどころか

一緒に歌って踊りだし…。この化け物たちの

正体は一体何だったのでしょうか⁉ 

 

 

休館のお知らせ 

 

 

 8 月 13 日(水)から 15 日(金)は休館い

たします。返却される方は、ブックポスト

にこども図書館の貸出袋ごと入れて 

ください。よろしくお願いいたします。 

 夜、さきちゃんとたろうが、なかなか寝な

いと、お母さんは言います。「もうおばけの

時間よ。」おばけは、夜、保育園や仕事に行

って、朝、家に帰ってご飯を食べて寝るので

す。さきちゃん家族とおばけのさくぴー家

族の生活が対比して描かれています。こん

なにかわいいおばけになら会ってみたいと

思わせる絵本です。 

 

『おばけかぞくの 

     いちにち』 

西平 あかね 作 

福音館書店 

『ばけものが おどる てら』 

もとした いづみ 文 

八尾 慶次 絵 

ひかりのくに 

 

『ひまわり』 

和歌山 静子 作 

福音館書店 


